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中国の農業に関する諺

周　　美華※

　生産の経験をまとめた諺を生産諺と呼ぶこ

とができる。農業，林業，牧業，漁業等は皆

それぞれの諺がある。しかし，数の一番多い

のは農業に関するものである。

　申国の農業生産の歴史は長い。氏族社会末

期から奴隷社会初期まで中国の農業は比較的

に進んでいた。三千年前の甲骨文の中に既に

農業に関わる文字（例えば，“来”〈古い麦字〉，

“米”，　“田”，　“圃”等）と農業生産に関わ

る占トが見られる。たくさんの労働人民は長

期間の生産実践の戦いの豊かな経験からまと

められたいろいろな生産に関する諺を作り出

した。これらの諺は漢代の『四民月令』，『田

家五行』，晋代の『毛詩草木虫魚疎』，北魏の『斎

民要術』等の記事が見られた。しかも，これ

らの諺は大勢の農民たちの聞に伝承されてお

り，次の世代へと継承されていた。繰り返し

て確かめたその多くは人々が自然と戦った申

から獲得した正しい知識と客観規律に対する

科学的知識を反映した。つまり，これは貴重

な科学文化遺産であるといってもよいではな

いだろうか。

　本稿で農業に関する諺は直接に農業耕作と

関係がある諺とする。ここには林業，牧業，

漁業，気象等に関する諺を含めず，狭義に用

いる。このような諺は数が相当に多く，『申国

諺資料』を調査したところ，約40000の諺の中

に農業に関する諺は5分の1を占めていた。

これらの諺は田畑農作物生産に関する諺に属

するもの，園芸野菜生産に関する諺に属する

ものに大別できた。そこで，本稿では『中国

諺資料』を中心に農業に関する中国の諺を田

畑作物と園芸野菜に関する諺の二つに分けて，

日中の民俗比較において，必要であると考え

るものを選択し，若干の説明を加える。

※筑波大学大学院地域研究研究科

　　一．田畑作物に関する諺について

　田畑作物に関する諺は数が多く，内容が豊

かで，色々な田畑農作物の成長，育成の特徴，

農業技術措置に関して，具体的には，土壌改良，

種の選択，耕作，種蒔き，施肥，水利，病虫

害の予防，収穫，農具などの色々な方面に分

類できる。以下この分類に従って，検討して

いく。

1．土壌改良について

　砂土培泥，好的別提

　砂土は柔らか過ぎると，肥料を蓄積する力

は極めて悪い。水のしみ込む力が強すぎるの

で，砂土を改良するには主にその土質構造を

改良し，土壌中の腐植質を増やす必要がある。

川の泥などは沢山の腐植質を含んでいたので，

川の泥を混ぜるのは土壌改良の有効な方法の

一つである。

　冷土換熱土，一畝頂二畝

　熱土は長く，太陽に当たられて，含めた有

機物質は十分に発酵．腐りを経て，土壌の中

の肥料の効果が高まる。逆に冷土と呼ばれる。

熱土を冷土に換えれば，或いは深く耕しを通

して，表層の下の土壌の冷土を地表面に換え

て，風化．熟化を経て，土壌の有効栄養成分

を増やすことができる。その為に“一畝頂二

畝”と言われている。

　黒土混黄土，増産一石五

　異なった土壌を混ぜて，長所を取って，短

所を補って，土壌質を改善し，水や養分等の

しみ込む力と空気を通す力を高める。

　舗砂又換土，一畝頂二畝

　道理同上

　2．施肥について

　庄稼百様巧，肥是無価宝

　庄稼一枝花，全葉肥当家

　積肥如積糧，糧在肥中蔵

　鳥葬樹，魚葬河，庄稼望好棄肥多

　以上に上げた四例は肥料の意義についてで

ある。作物は芽から収穫まで肥料の栄養を吸

収することが必要である。これらの要素は主
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に炭素，水素，、酸素，窒素，リン，カリウム，

硫黄，カルシウム，ネシウムなどの元素である。

炭素，水素，酸素は空気，水の中から摂取で

きる。硫黄，カルシウム，マグネシウム，鉄

などは作物の需要量が少ない。

　一般的に土壌の中に含めた量は需要を満た

すことができる。ただ，窒素，リン，カリウ

ム三つは作物の需要量が比較的に多く，足り

なくなりがちなので，施肥を通じて，補う。又，

土壌は田植え後，元の栄養成分も消費されて，

肥力が減少するので，よく施肥をしなければ

ならない。肥力を補いさえすれば，作物が順

調に育成．成長し，花が咲き，実になる。そ

れで，　“糧在肥中蔵”とよく言われている。

　羊糞当年富，豚糞年々強

　羊糞是土，上地如虎

　豚糞肥，羊糞壮，牛馬糞児眼着逸

　以上の三例は豚の糞，羊の糞，馬の糞の肥

料の効果の高低を評価したものである。これ

らの肥料は窒素，リン，カリウムの三要素と

豊かな有機質が含まれている。又，牛の糞は

腐りにくく，栄養の成分が比較的に逃げにく

い。普通の状況の下で，施肥したら，肥が速

く効けない。そうしないと，沢山の窒素が空

気中に逃げ，肥力を減らす。豚の糞はこのよ

うな欠点がない。

　3．種について

　千算万算，不如良種合算

　良い種を選んで，相応しい地区と相応しい

栽培の条件の下で田植えをすると，増産の効

果が著しい。

　種地選好種，土地多両杢

　良い種を選んで，即ち，優良な品種を選んで，

又，質の良い種を選ぷことを指す。

　種子年タ選，産量節々高

　種を選んで，生涯にわた一って使ってはいけ

ない。どんな良い品種でも，選種に気を一付け

ないと，時間が伸びれば，雑交，退化の現象

が生じるかもしれない。また，違う地区と違

う植物の種εこよって，良さと悪さの差異があっ

ても，当然の事であるが，毎年選種さえすれば，

品種の優良性を保つことができる。

　4．水利について

　水是庄稼血，肥是庄稼糧

　多収少収在肥，有収無収在水

　以上の二つの例は水の作物の成長，育成に

対する重要性を指す。二つの基本的な条件で

ある。作物は芽が出てから，花が咲き，実に

なる全過程に至って，作物は十分な水が必要

であると同時に土壌の中の栄養成分も水に溶

ける必要がある。そうすれば，作物の根毛に

吸収される。光合作用は水を必要としている。

栄養成分の形成，運搬も水が必要である。も

し水がなければ，作物の命がなくなるだろう。

そのために“水是庄稼血”とよく言われてい

る。

　開溝拷塘土貝加高，常年不伯早和涜

　これは水利措置を指す。溝を作って，水を

引いて，排水する。池を作って，水を防ぐ。

　風吹秩田水放干，雨淋秩田水満田

　これは稲の潅概の規律を指す。もし大風の

時には田圃の水を流せば，稲の芽が壊れるの

を避ける。それで，“風吹秩田水放干”。暴雨

の時には雨の前に田圃の中一杯に川の水を入

れる。川の水は雨の水より温度が高いからで

ある。そうすることで，稲の芽が冷たくなる

のを防ぐ。それで，　“雨淋秩田水満田”と言

われている。

　一天三朝水，天天換清水，白天瓜皮水，晩

上一挙水，天冷潅深水，天暖食露水，下雨潅

深水，雨後放雨水，大風解決風走F水

　車の水で，田圃を潅概し，季節と気候によっ

て，違う措置を取る。

　5．種蒔きについて

　寧在時前，不在時後

　一熟早，熟熟早

　一熟豊収，熟熟豊収

　以上の三つの諺は適当な時期に早く，種蒔

きをすることを指す。いろいろな農作物は成

長，収穫期がある。早く種蒔きができるもの
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は早く収穫できる。種蒔き時期が適当に早い

ものが良い。だから，“寧在時前，不在時後”

と言われている。何日か遅れて，種を蒔いたら，

農繁期に間に合わなく，収穫に影響するかも

知れない。また“人誤一天，地誤一年”とい

う諺がある。

　浅溝高梁深溝麦，豆子何用蓋不蓋

　これは種蒔きの深ざを指す。作物が違えば，

種を蒔く深さも違う。また，例えば，。“一指

高梁半指谷”と言う諺がある。高梁は麦と比

べると，高梁のほうが浅い。それで，“浅溝

高梁深溝麦”と言われている。

　稀谷密麦大摂豆子

　麦子欄子一扇堵，谷子稲子一把糠

　この二つの諺は種蒔きの疎密を指す。作物

によって，疎密が違う。

　播種不過清明関，移栽不過立夏関’

　清明浸種，谷雨落秩

　以上の二つの諺は早稲の種蒔きの時期を指

す。

　芒種芒種，様々要種

　過了芒種，不可強種一

　芒種は芒がある晩谷作物の種蒔きの大切な

時期である。各地の具体て・きな時間は早くて

も，遅くても，ほとんど芒種を期限とする。

　6．耕作について

　深耕加一寸，頂上一荏糞

　耕地深又早，庄稼百様好

　秋後不深耕，来年虫子生

　以上の三つの諺は深耕の意義を指す。深耕

は全耕作措置の中の基本的なものである。深

耕は土壌を柔らかにでき，土壌構造を改善で

き，土壌の浸水力，通気力を強化し，土壌の

中の有効養分を増やす。深耕を通じて，土壌

の中に隠れている害虫を地表に追いやり，駆

除も容易になる。それで，“深耕頂上糞。”又，

耕作は秋の耕作と春の耕作に分けられた。い

ずれにしても，できるだけ時問がかかるので，

早い方がよい。土壌構造を改善するには十分

な風化時間がかかる。深耕は貯水を利用し，，

害虫を駆除する役割があり，早く施行する。

それで，“耕地深又早，庄稼百様好”と言わ

れている。

　八月耕地一萎油，九月耕地半塞油，十月耕

地没有油

　秋の耕地の時間が早いかによって，効果上，

大きな差異があるので，早耕のほうがいい。

　五月梨田是地金，二月梨田是地銀，三月梨

田是扶鉄，四月梨田是個亀

　春の耕作は早い方が良いことを指す。

　秋耕要深，春耕要浅

　深耕とは適当な範囲の中の深さを指す。深

ければ深い程，良いとは限らない。又，春耕

と秋耕と比べると，季節によって，深さも差

異がある。秋耕は下層の土壌を地表に翻し，

十分な時間をおいて，風化させる。春耕は種

蒔きの時間に近く，下の土壌を地表に翻した

生土の風化時間が比較的に短く，春耕は秋耕

より適度に浅い。もし，深く翻せば，表層の

土壌の有効養分が足りなくなづて，春の種蒔

きの作物の成長に影響する。それで，“春耕

要浅”と言われている。

　麦鋤三遍面充闘，瓜鋤八遍瓜上走；谷十遍

餓死狗

　これは中耕回数の多いほうがよいことを指

す。

　頭遍浅，二遍深，三遍把土擁到根

　これは中耕の深浅の一般的な規律を指す。

初めての鋤は浅いが，二遍の鋤は深い。だから，

また，“頭鋤皮，二鋤泥，三鋤四鋤花離離”

の言い方がある。

　谷鋤深，麦鋤浅，豆子露着半個険

　中耕の深浅も作物によって，違う措置を取

る。違う作物は深浅の区別がある。

　谷鋤寸，豆鋤爽，高梁玉米鋤蜘八

　作物が違えば，申耕の管理の時期も違う。

谷は芽になって，しばらく経ったら，申耕を

する。豆が実になるとき，中耕の必要がある。

高梁，玉蜀黍は穂になるとき，中耕を強化し

なければならない。
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　早鋤地皮涛鋤根，不早不溌鋤半寸

　早魅，水害の状況が違えば，中耕の方法も

違うわけである。

　7．病虫害の予防について

　有虫治，無虫防，庄稼一定長得好

　これは病中害の防止対策の意義を指す。

　種子不消毒，別怨苗不出

　用薬来拝種，麦苗不遭虫，不用薬拝種，蟻

蜻吃不停

　この二つの諺は消毒，薬を混ぜる方法で，

病虫害を予防することを指す。

　治虫治病没巧，治早治早治小

　冬天把田翻，害虫命帰天

　若要害虫了，捕捉薬殺不可少

　以上の諺は殺虫の方法を指す。殺虫駆除を

早く行えば，被害は小さくて済み，その繁殖，

蔓延を防ぐ。

　百治不如一防

　色々やってみるよりも予防の方がよい。

　8．収穫，貯蔵について

　秋収匹1忙：割，打，干，蔵

　これは秋の収穫の順番を言う。

　地不去穂，場不去粒．

　これは収穫の時，穂と粒を収穫するように

しなければならないことを言う。

　早稲白露前，晩稲白露後

　麦到芒種谷到秋，甘露才把甘薯収

　処暑収黍，白露出谷

　花見花，四十五日捉綿花

　花見花というのは綿花の花が咲く頃を指す。

　これらの諺は色々な作物の収穫の季節を言

う。

　　二．園芸野菜に関する諺について

　園芸野莱に関わる諺の数は田畑作物に関わ

る諺と比べると少ないが，様々な野菜の種蒔

きから収穫までに関わる知識と経験が色々な

諺にまとめられている。

　1．園芸経済価値について

　一畝園抵三畝田

　多種一園菜，等干一倉糧

　園戸園豊，園田就是揺銭樹

　三ホ果菜，一斤糧，多種疎菜好度荒

　野菜生産は農業生産の中に，当然次の地位

を占めているが，その単位面積の売上が田畑

作物に比べると，高いのである。だから“一

畝園抵三畝田”と言われている。

　2．様々な野菜栽種の季節について

　栽蒜不出九，出九長独頭

　二月二，黄瓜茄子都落地

　三月三，埜瓜萌芦都露尖

　中国各地の気侯がそれぞれ違うので，野菜

裁種の季節も各地に差異がある。しかし，色々

な野莱の種蒔きの早さの順番は相対的に変わ

らない。春の種蒔きをスタートとして，普通

の野莱の中で，人参が一番早く，白菜が一番

遅い。上海の農諺で，“処暑夢卜白露菜”と

言う言い方がある。

　3．野菜種植えの方法について

　辣子栽花菜栽芽

　煙栽葉，茄栽花

　菜不移植不発，牛無夜草不肥

　ある野莱は移植が必要である。この幾つか

の諺は移植の適当な時期を言うのである。野

菜は芽が出たあとに，移植できる。茄子，唐

辛子は幼芽の花が咲く時，移植するほうがい

い。

　深栽茄，浅栽葱

　深栽芋頭，浅栽姜

　野菜の種類が違って，田植えの深さが違う。

茄子は葱と比べると，茄子のほうが少し深い

が，葱のほうが浅い。

　三天夢ト四天菜

　これは夢卜，白莱の種蒔きをした後に，芽

が出る時間を指す。

　4。園田の管理について

　種田不用問，全寡工夫水糞

　要想吃疎菜，溌水要勤快

　園田生産は田畑耕作よりもっと水，肥料が

かかり，工夫もいる。だから，また，　“若要
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心不閑，粁馬種菜園”と言う諺がある。

　南瓜不打根，光長蔓来不結瓜

　金瓜要摘枝，南瓜要摘頂

　要想吃大蒜，地要拷八遍

　違う野菜は時に違う管理方法を取る。

　要想白菜好，多溌人糞尿

　要想韮菜盛，只要灰来塾

　野菜の種類が違えば，肥料を必要とする状

況も差異がある。

　5．野菜の実がなる収穫の季節について

　夏至不包j蒜，蒜在泥里燭

　霜降不起葱，越長心越空

　立冬不欣菜，必定要受害

　以上の諺は色々な野菜の実がなる，収穫の

季節をまとめてある。

　6．野菜の新鮮さとその特徴について

　韮莱黄瓜両頭香

　両頭は春秋両季を指す。韮は春芽が出たば

かりの新しい芽と秋出た晩芽が美味しいが，

胡瓜も結んだ新しい瓜と秋結んだ晩瓜が一番

美味しい。

　花下韮，臭死狗

　六月の韮が美味しい。、

　凍不死的葱，干不死的蒜

　葱は寒さに強く，大蒜は乾燥に強い。、

　漬不死的白菜，早不死的葱

　白菜は水に耐える力が強いが，葱は早に耐

える力が強い。

　氷凍拉々響，夢卜泥里長

　夢トとは人参を指す。人参は寒さに強い。

地表が寒くても，地下で成長できる。しかし，

もし温度が零下になったら，成長できない。

　　　　　　　　おわりに

　中国は土地が広大で，人口が多い。過去何

千年もずっと農業立国である。そのために農

業に関する諺の歴史が悠久で，数も多く，広

く伝承されている。深く，広い経験と知識を

まとめた農業に関する諺は漢民族の人々が行

う農業生産の特徴を反映していた。これらの

農業に関する諺はいままで広大な農村で地区，

季節によって，農業生産に生かされてきた。

中国の伝統的な生産経験を日本と比較し，研

究していくう一えで，意義があると考える。
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『国際蛤尼一阿十文献一覧』

　民俗・民族研究の基礎となる研究文献の整備

が各方面で進む・なかで，ハニ族を研究する稲村

氏（筑波大学歴史・人類学研究科）が現時点で

のハニ族研究の集成を一冊にまとめた。The

Intemationa1BibHographyonAka－Haniと題さ

れ，英文・中文・日文論文にすべて英文タイト

ルを付し，研究者の便宜と国際研究への舎与幸

目指した文献案内となっている。希望される方

は残部があるようなので直接，著者に問合わせ．

を願いたい。
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